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１ . ア レ ク サ ン ド ロ ス の 東 方 遠 征 に よ り 成 立 。 東 方 の 文 化 と の 融 合 も み ら れ る 1

「 ギ リ シ ア 」 風 文 化 。

２ . ヘ レ ニ ズ ム 時 代 に 生 ま れ た 禁 欲 主 義 哲 学 語 源 ： ス ト ア は ギ リ シ ア 語 の 柱 2。 「

廊 。 こ こ で 講 義 さ れ た か ら 。 英 語 の st o i c 「 禁 欲 的 な 」 の 語 源」

３ . P E R S O N B . C .４ ・ ３ 世 紀 、 ギ リ シ ア の ス ト ア 派 哲 学 の 創 始 者 。 3

４ . W O R D B . C .４ ・ ３ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 哲 学 者 ゼ ノ ン の 説 い た ス ト ア 派 の 生 活 4

信 条 。 こ こ で い う 自 然 と は 、 自 然 を 支 配 す る 理 法 （ ロ ゴ ス ） の こ と 。

５ . 欲 望 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 真 の 幸 福 が 得 ら れ る と す る 考 え 方 。 5

６ . ス ト ア 派 の い う 理 想 の 境 地 。 語 義 ： 否 定 の 接 頭 語 ア と パ ト ス 「 情 念 」 6

７ . ギ リ シ ア 語 ア パ テ イ ア の 意 味 。 7

８ . 全 て の 人 間 は 、 国 家 や 民 族 を 越 え て 普 遍 的 な 理 性 （ ロ ゴ ス ） を 分 け 持 つ 等 8

し い 同 胞 で あ る と い う 考 え 方 。

９ . ヘ レ ニ ズ ム 時 代 に 生 ま れ た （ 精 神 的 な ） 快 楽 主 義 哲 学 。 語 源 ： 英 語 の エ ピ 9

キ ュ リ ア ン 「 享 楽 主 義 者 」 の 語 源 （ 誤 解 や 曲 解 か ら 。）

10 . P E R S O N B . C .４ ・ ３ 世 紀 、 ギ リ シ ア の エ ピ ク ロ ス 派 哲 学 の 創 始 者 。 10

1 1 . W O R D B . C .４ ・ ３ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 哲 学 者 エ ピ ク ロ ス の 説 い た 生 活 信 条 。 11

心 を 煩 わ せ る 政 治 や 公 共 生 活 を 避 け て 、 田 園 で 静 か に 暮 ら す こ と な ど 「 忘。

れ ら れ て 生 き よ 」 と も 。

12 . 生 き る 目 的 を 快 楽 と し 、 快 楽 を 善 と す る 考 え 方 。 12

1 3 . エ ピ ク ロ ス 派 の い う 理 想 の 境 地 。 語 義 ： 否 定 の 接 頭 語 ア と タ ラ ク シ ア 「 煩 13

わ し さ 」

14 . ギ リ シ ア 語 ア タ ラ ク シ ア の 意 味 。 14

1 5 . 世 界 の 根 本 的 原 理 や 実 在 を 物 質 と み な す 立 場 。 関 連 語 ： 唯 心 論 。 エ ピ ク ロ 15

ス の 場 合 、 次 の よ う な 考 え 方 に み ら れ る 「 死 と は ア ト ム （ 原 子 ） の 分 解 に。

す ぎ な い 」 し 、 魂 は 不 滅 で は な い 。 死 ん だ ら 存 在 し な く な る の だ か ら 、 死 は

恐 れ る 必 要 な し 。

T. Q .「 ヘ レ ニ ズ ム 哲 学 の 特 色 と 時 代 背 景 と は ？ 」

T. A .

ヘ レ ニ ズ ム 哲 学 は 宇 宙 観 と 幸 福 論 を 大 切 に し た 。 ス ト ア 派 と エ ピ ク ロ ス 派 に 分 か れ 、 前 者 は

「 情 念 の 克 服 （ ア パ テ イ ア 」 を 真 の 幸 福 と し 、 そ れ に 至 る 手 段 と し て 禁 欲 主 義 を 、 後 者 は）

「 心 の 平 穏 （ ア タ ラ ク シ ア 」 の た め に 精 神 的 快 楽 主 義 を 主 張 し た 。 ま た 、 ス ト ア 派 は ロ ー）

マ で も 流 行 し た 。 背 景 に は 、 ポ リ ス の 崩 壊 と ア レ ク サ ン ド ロ ス 帝 国 の 成 立 に よ る 世 界 市 民 主

義 と 個 人 主 義 へ の 傾 き が あ っ た 。


